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モデル事業
２

●
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業

⑦

すみよい環境づくり

阿
弥
陀
川
部
落

モ
デ
ル
事
業
の
計
画
の
中
で
、

阿
弥
陀
川
部
落
は
蓬
田
村
の
中
心

的
部
落
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
数
多
い
公
共
施
設
の
大

半
に
こ
の
部
落
が
近
接
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
宅
地
の

前
を
入
る
道
路
は
、
未
舗
装
が
多

く
、
除
雪
対
策
に
も
き
わ
め
て
困

難
な
場
所
が
多
い
。
又
、
宅
地
内

の
排
水
路
も
若
干
の
個
人
的
な
水

路
を
除

い
て
は
、
系
統
的
な
排
水

施
設
が
な
く
、
家
庭
排
水
も
ｍ

水

も
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。

従
っ
て
、
モ
デ
ル
事
業
に
よ
っ

て
取
り
上

げ
た
も
の
は
、
道
路
、

家
庭
排
水
路
を
中
心
に
、
さ
ら
に

農
業
排
水
路
の
整
備
、
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
を
計
画
し
て

い
る
。

道
路
計
画
と
し
て
は
、
裏
通
り

線
の
完
成
を
第
一
の
目
標
と
し
て

お
り
、
昭
和
五
十
一
年
度
で
蓬
田

部
落
と
連
絡
す
る
⑦
の
道
路
の
用

地
買
収
と
舗
装
工

事
を
完
了
し
、

開
通
さ
せ
た
わ
け
で
す
。
こ
の
道

路
は
、
営
農
、
通
学
そ
し
て
迂
回

用
の
道
路
と
し
て
建
設
し
ま
し
た

が
、
工

事
単
価
等
の
関
係
か
ら
幅

員
が
四
メ
ー
ト
ル
し
か
と
れ
ず
、

や
や
不
便
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

今
年
度
で
は
①
及
び
②
の
道
路

の
舗
装
と
⑥
の
道
路
の
川
地
買
収

を
行
う
予
定
で
す
。
家
庭
排
水
路

の
新
設
計
画
に
つ
い
て
は
、
前
回

で
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
用
地
確
保

の
た
め
の
時
問
と
、
さ
ら
に
水
質

汚
濁
防
止
の
観
点
か
ら
今
年
度
の

計
画
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
農
業
排
水
路
は
、
集
中
豪
雨
等

の
被
害
も
受
け
や
す
く
、
早
急
改

修
の
必
容
も
あ
り
、
来
年
度
か
ら

で
も
着
工
で
き
る
よ
う
考
慮
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

最
後
に
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
あ

く
ま
で
も
廿
出
の
段

階
で
あ
り
、

用
地
取
得
が
重

妛
な
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
社
内
当
初

よ
り
、
村
民
が
す

べ
て
平
等
に
利

用
で
き
る
よ
う
、
交
通
の
利
便
性

、

現
在
の
施
設
の
利
用
状
況
、
こ
れ

か
ら
の
利
川
に
よ
る
晨
業
者
の
意

識
高
揚
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面

か
ら
検

討

さ
れ
、
こ
の
周
辺
の
地
域
に
建

設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

と
も
あ
れ
、
現
在
の
と
こ
ろ
ま
だ

二
〇
％
程
度
の
進
渉
状
況
で
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
す

べ
て
が
行
わ
れ

る
わ
け
で
す
。

阿弥陀川部落概略図

凡　　　例
○ 一二 二匸） 計画 道 路

○ 二二二二二〇 計画排水路



３ モデル事業

完成した新設農道（通学路）

蓬
田
部
落

蓬
田
部
落
以
北
は
、
国
鉄
と
国

道
の
間
か
南
部
に
く
ら
べ
接
近
し

て
い
る
た
め
、
現
況
の
道
路
も
線

路
横
断
す
る
場
合
が
非
常
に
多
く
、

そ
の
た
め
路
線
延
長
も
短
か
く
な

っ
て
お
り
、
集
落
内
道
路
と
い
っ

て
も
国
道
か
ら
水
田
に
至
る
道
路

が
ほ
と
ん
ど
整
備
計
画
と
な
っ
て

い
ま
す
。

蓬
田
以
北
は
各
部
落
を
直
結
す

る
裏
通
り
線
が
な
く
、
営
農
、
通

学
、
緊
急
用
自
動
車
の
通
行
な
ど

支
障
を
き
た
す
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
た
め
国
道
と
併
行
す
る

農
道
建
設
が
必
要
で
あ
る
と
し
、

五
〇
年
度
よ
り
中
学
校
前
よ
り
南

部
へ
新
設
農
道
の
建
設
を
開
始
し

ま
し
た
。
五
十
二
年
度
に
は
既
設

の
農
道
と
連
結
さ
せ
、
五
十
三
年

度
で
全
線
舗
装
を
完
丁

す
る
計
画

で
す
。
さ
ら
に
前
述
の
よ
う
に
、

五
十
一
年
度
に
阿
弥
陀
川
と
連
結

し
た
こ
と
に
よ
り
、
隣
接
部
落
と

の
裏
通
り
が
開
通
し
た
わ
け
で
す
。

昭
和
五
十
三
年
度
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ら
２
集
落
道
の
う
ち
①
及
び

③
の
改
良
舗
装
を
行
う
予
定
で
す
。

又
、
残
事
業
に
つ
い
て
は
予
算
配

分
や
他
の
計
画
と
の
兼
ね
合

い
も

あ
り
、
早
期
着
工
を
目
指
し
て
い

る
が
、
年
次
的
な
も
の
に
つ
い
て

は
、
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

蓬 田部落概略図
凡　　　 例

○= ○ 計 画 道 路

○　　　○ 計画排水路



のうぎょう
４

米の検査規格改正
昭和53年度産米から適陬･

昭和31年度から，長い期間にわたって据置かれてきた国内産

米の検査規格（検査等級）が，米をめぐる情勢の変化により，

このたび改正になりました。

●改正理由

（1）昭和44年の自主流通制度の発足以降，米の品質の評価が，

等級よりむしろ銘柄（食味）に重きがおかれるようになった。

（2） 近年稲作の機械化，省力化により，１～２等玄米の出回比

率が減少した。

（3）精米機の性能，とう精技術の向上により，現行のような細

分化された等級を必要としなくなった。

（4）米の等級を整理簡素化することにより，米の流通合理化，

検査業務の能率化をはかる。

● 等 級 区 分

田　 玄 米 の 等 級 区 分 は ， 現 行 １ ～ ３ 等 を 単 純 合 併 し て １ 等 に ，

現 行 ４ 等 を ２ 等 に ， 現 行 ５ 等 を ３ 等 に す る 。 な お 等 外 は 現 行

ど う り で あ る 。　　　
㎜W －･,･･-･ﾐ･●●W･●'･･ ･●　　　　　　　　　　　皿　ﾐｰ-ﾐｰ--Il,･I'･

（2） 玄米の等級整理

に伴い，もみにつ

いても現行１～２

等を単純に合併し

て「合格| とする。

今
年
の
稲
作
と
管
理

蓬
田
村
農
協
営
農
指
導
課
長
　

坂
本
　
　

敏

今
年
の
稲
の
作
柄
は
六
月
以
降

の
好
天
に
恵
ま
れ
出
穂
期
に
至
っ

て
も
、
高
温
、
多
照

に
経
過
し
た

た
め
、
出
穂
は
急
速
に
進
み

、
出

穂
期
は
八
月
六
日
で
平
年
よ
り
八

日
、
前
年
よ
り
七
日
早
く
、
こ
れ

ま
で
の
最
早
年
の
昭
和
四
十
二
年

よ
り
一
日
早
ま
り
、
出
穂
期
間
も

短
か
く
、
地
域
差
が
な

い
こ
と
が

特
徴
で
す
。

又
、
病
害
虫
も
い
も
ち
病
は
や
や

多
い
程
度
で
収
量
の
影
響
は
少
な

い
も
の
と
思
わ
れ
、
豊
作
型
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
管
理
と
し
て
落
水

は
乾
田
で
は
出
穂
後
三
十
日
、
湿

田
で
は
二
十
日
以
上
経
過
し
て
行

な
い
、
で
き
る
だ
け
湛
水
期
間
を

長
び
か
せ
未
熟
粒
や
死
米
を
少
な

く
し
ま
し
ょ
う
。

刈
取
り
は
、
時
期
が
早
す
ぎ
る

と
、
青
米
が
多
く
米
粒
の
充
実
も

不
十
分
で
収
量
が
低
下

す
る
。

反
対
に
遅
す
ぎ
る
と
糠
層
が
厚
く

な
り
、
光
沢
も
劣
る
ほ
か
胴
割
れ

米
等
の
被
害
粒
が
多
く
な
り
品
質

の
低
下
に
つ
な
が
る
の
で
、
天
候

の
推
移
や
登
熟
状
況
を
み
な
が
ら

適
期
に
刈
取
る
。

刈
取
り
時
期
は
、
お
お
む
ね
出
穂

後
四
〇
～
五
〇
囗
を
目
安
と
し
、

籾
の
九
〇
％
が
黄
色
に
な
っ
た
ら

刈
取
る
（
フ
ノ
バ
イ
ン
刈
り
の
場

合
は
こ
れ
よ
り
四
～
五
日
お
く
ら

せ
る
よ
う
に
す
る
。）

機
械
乾
燥
で
は
、
胴
割
れ
米
の

発
生
を
防
ぐ
た
め
急
激
な
乾
燥
や

過
乾
燥
を
さ
け
乾
燥
能
率
を
一
時

間
当
り
〇
・
八
％
以
下

に
抑
え
、

水
分
目
標
は
玄
米
で

匸
（
％

と
す

る
。
以
上
の
事
柄
を
守
り
上
位
等

級
米
生
産
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

１

水
稲
う
る
ち
玄
米

整粒歩合 90％ 80％ 70％ 60％ 45％

現　　行

縢　　級
１等 ２等 3等 ４等 ５等 等外

整粒歩合 70％ 60％ 45％

改　　正

等　　級
１等 ２等 ３等 等外



５

のうぎょう

蓬
田
村
農
業
委
員
会

会
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

山
本
　

兼
光

（
蓬
田
）

晩
夏

の
候
、
皆
様
に
は
益
々
御

健
勝
の
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
さ
て
私
事
こ
の
た
び
、

七
月
十
四
日
の
農
業
委
員
統
一
選

挙
に
よ
り
、
各
委
員
の
推
薦
に
よ

り
、
蓬
田
村
農
業
委
員
会
会
長
の

要
職
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
も
と
よ
り
浅
学
非
才
の
身

を
も
っ
て
こ
の
大
任
に
当
る
こ
と

に
、
一
抹
の
不
安
と
責
任
の
重
大

さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
食
糧
問
題
に

つ
き
ま
し
て
は
、
国
際
的
に
重
要

課
題
と
し
て
論
議
の
焦
点
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
農
村

を
と
り
ま
く
諳
情
勢
が
き
び
し

い

今
日

、
晨
業
者
に
は
勿
論
の
こ
と
、

行
政
と
一
身
同
体
、
新
し

い
発
想

と
決
断
が
要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。

か
か
る
視
点
に
立
ち
、
私
は
地
域

農
業
経
済
が
揺
ら
ぐ
激
流
に
直
面

し
て
い
る
今
日
そ
の
対
処
と
し
て
、

水
田
利
用
再
編
対
策
に
よ
る
転
作

物
の
収
入
減
の
た
め
農
村
経
済
向

上
の
浮
揚
策
と
、
昭
和
六
〇
年
代

に
予
想
さ
れ
る
東
北
縦
貫
道
路
、

青
函
ト
ン
ネ
ル
等
の
高
速
交
通
に

伴

う
青
森
県
農
業

と
我
が
村

の

農
産
物
生
産
を
考
え
て
み
る
に
、

当
然
遊
休
農
地
の
利
用
化
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
又
、
国
有
林
野
の
活

用
を
は
か
る
た
め
、
村
行
政
と
の

連
携
を
益
々
深
め
、
農
家
の
皆
様

の
声
な
き
声
に
耳
を
傾
け
、
規
模

拡
大
の
確
立
を
図
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
農
業
経
済
発
展
向
上
の
た
め
に

も
、
農
業
委
員
と
し
て
農
家
の
利
益

代
表
機
関
の
使
命
・
役
割
を
こ
れ
ま

で
以

上

に
痛

感

す
る

と
こ

ろ
で

あ

り
ま
す

。
ひ

い
て
は

、
農

業
後

継

者

育
成

の

た
め

に
も

微
力

を

つ
く

し

、
ご

期

待
に

そ
う

ぺ
く
努
力

す

る
所
存

で

す
。

前
述

の

と
お

り
、

未

熟

な
私

で
ご

ざ

い
ま

す
が
何

卒

今
後

と
も
よ

ろ

し
く

御

指
導

、
御

鞭
撻

を
賜

り
ま

す
よ

う

お
願

い
申

し
上

げ
ま

す

。

大宮　正一( 郷沢)
職務代理

武井照太郎( 蓬田)

三上　　 勲（中沢）
県農業会議会議員

稲葉　 武（高根）

青木　 久馬

(阿弥陀川)

共済評価委員

佐井　 久治（広瀬）

八戸　 猛美

(阿弥陀川)
藤本　　実(長科)

木村　　 繁

(瀬辺地)

農業協同組合選出

柿 崎喜代作（広瀬）

農業共済組合選出

高田　吉松( 郷沢)

学識経験者

浜田喜代作( 蓬田)

学識経験者

藤本　力衛( 長科)

あたらしい農業委員を

ご紹介し ます



暮らしを支える道路

完 成

広
瀬
・
高
根
線
舗
装
工
事

デ
コ

ボ
コ

、
穴
だ
ら
け

、
そ

し
て

力
－

ブ
。
雪
解

け
に

は
特
に
悩
ま

さ
れ
た
あ
の

ド
ロ
ン

コ

道
が
、

ご
咼
根
ハ

イ

ウ
ェ
イ

”
と
呼
び

た
い

く
ら
い

、
す
ば

ら
し

い
舗
装

道
路
に

う
ま
れ
か

わ
り

ま
し
た

。

本
村

、

広
瀬

部
落
か

ら

高
根

部

落

を
結
ぶ

広

瀬

高
根
線

は

、
広
瀬

高

根
橋
架

替

工
事

を
最

初
に

、
第

一
工

区

道
路

改
良

工
事
（

広
瀬
部

落
内

）
、
第

二
工
区

道

路
改

良
工

事
（

高
根

部
落

内

）
、

第
三

工
区

５

路

改
良

工

事
（

圃
場
内

）
、
及

び
舗

装
工

事
と

わ
た

り

、
本

年
度

完
成
し

ま

し
た

。

広

瀬
高

根

線
舗
装

工

事
は

、
広

瀬
高

根
榲

か
ら

高
根

部
落

を

結
ぶ

延
長
二

、

四
八

〇
メ

ー
ト

ル
を

五

十

一
年

度

延
長

匸

二
〇

〇
メ

ー

ト
ル

、
幅
員

五

、・
五

メ
ー

ト
ル

、

舗

装

厚
七
セ
ン

チ

メ

ー
ト
ル

、

五

十

二
年

度

延
長

匸

二
八

六
メ

ー

ト
ル

、

幅
員

五

・
五
メ

ー
ト

ル

、

舗

装
厚

七
セ
ン

チ

メ
ー

ト
ル

で
施

工
し

ま
し

た

。

長
い
問
、
工
事
関
係
で
交
通
の

不
便
を
か
け
ま
し
た
け
れ
ど
、
完

成
に
至
り
、
広
瀬
高
根
問
の
所
要

時
間
も
短
縮
に
な
り
経
済
効
果
も

多
犬
と
な
り
、
喜
び
に
た
え
ま
せ

ん
。

● 人 と 道 路

“道路は人間ドラマの橋渡じ と

言われます。人と人，村と村，村

と町をつなぐ道路は，私たちの生

活に限りない恩恵を与えてくれま

す。鮮度が要求される農水産物は

ほとんど自動車輸送に頼っていま

す。そしてよく整備された道路は，

地震や火災という時，私たちを安

全へ導く大切な命綱ともなる重要

な役割をもっています。

舗 装 作業 中

工事完了

よ事施亠 前l

広瀬・高根線標準断面図



災害から村を守る。

進 行 中

長科川 災害

復旧関連事業

(S  52年～54年３ヵ年計画)

本
村
の
長
科
地
域
を
流
下
す
る

長
科
川
は
流
域
面
積
四
・
六
手
口

平
方
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ

普
通
河
川

で
あ
っ
て
、
昨
年
三
月
融
雪
水
に

よ
る
災
害
を
う
け
、
そ
の
復
旧
工

事
の
認
可
か
お
り
ま
し
た
。

長
科
川
は
、
鉄
道
榲
よ
り
上
流

森
林
軌
道
付
近
ま
で
は
圃
場
整
備

事
業
に
よ
り
、
三
面
装
工
に
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
鉄
道
橋
よ
り
下

流
海
岸
ま
で
は
原
始
河
川
そ
の
も

の
に
な
っ
て
お
り
、
常
に
水
害
の

危
険
に
さ
ら
さ
れ
、
地
域
住
民
に

不
安
を
与
え
て
き
た
わ
け
で
す
。

災
害
復
旧
関
連
事
業
に
よ
り
、

海
岸
か
ら
鉄
道
橋
ま
で
の
延
長
二

五
八

・
五
メ
ー
ト
ル
を
昨
年
か
ら

三
ヵ
年
の
計
画
で
実
施
し
、
工
事

に
入
っ
で
あ
り
ま
す
。

実
施
計
画
で
は
、
延
長
二
五
八

・
五
メ
ー
ト
ル
で
河
川
幅
七
メ
ー

ト
ル
、
堤
防
幅
（
兼
管
理
道
路
）

左
岸
一
メ
ー
ト
ル
、
右
岸
ニ
メ
ー

ト
ル
に
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
積
護
岸
及

び
村
道
榲
を
架
替
す
る
と
い
う
工

事
に
な
り
ま
す
。

五
十
二
年
度
実
施
で
は

、
海
岸

か
ら
国
道
橋
（
長
科
橋

）
ま
で
の

延
長
四
七
メ
ー
ト
ル
を
完
了
し
ま

し
た
。
五
十
三
年
度
は
国
道
橋
か
ら
村

道
橋
の
区
間
を
実
施
し
、
ま
た
村

道
橋
を
架
替
し
ま
す
。

五
十
四
年
度
は
村
道
橋
か
ら
鉄

道
橋
ま
で
実
施
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
工
程
で
、
長
科
川

災
害
復
旧
事
業
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

４

工
事
着
工
前

V52 年度実施(海岸から国道橋まで)

村 道橋正面図

両岸ブロック積標準横断面図



ぼくたち

なつの

やすみ

＊

リ

ー

ダ

ー

の

役

割

っ

て

何

だ

ゆ
・

こ
こ
は
梵
珠
少
年
自
然
の
家
。
子
ど
も
合
中
級
リ
ー
ダ

ー
研
修
を
８
月
４
日
～
５
囗
の
二
日
間
行
な
い
ま
し
た
。

心
に
残
る
の
は
、
キ
ャ
ン
ド
ル
の
つ
ど
い
。
そ
し
て
、

ク
タ
ク
タ
に
な
っ
て
が
ん
ば
っ
た
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
。

『
私

の
夏

休

み
』

あ
と
少
し
で
、
夏
休
み
も
終
わ

り
ま
す
。
夏
休
み
を
ふ
り
か
え
っ

て
み
る
と
、
な
ん
だ
か
私
と
し
て

は
、
ゆ
っ
た
り
過
ご
し
す
ぎ
た
の

で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
で
も

毎
日
学
校
に
通
っ
て
い
る
と
き
は

で
き
な
い
事
が
で
き
ま
し
た
。

た
と
え
ば
キ
ャ
ン
プ
。
私
は
こ

の
間
、
子
供
会
の
上
級
リ
ー
ダ
ー

研
修
の
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
ま
し

た
。
私
に
と
っ
て
初
め
て
の
キ
ャ

ン
プ
生
活
で
し
た
。
う
ち
に
い
れ

ば
、
ほ
と
ん
ど
誰
か
が
や
っ
て
く

れ
る
こ
と
を
、
自
分
が
責
任
を
も

っ
て
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
み
ん
な
が
協
力
し
て
一
つ

一
つ
の
仕
事
を
す
る
の
は
楽
し
か

っ
た
の
で
す
が
、
や
は
り
難
し
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
生
活
す
る
た

め
に
必
要
で
あ
る
こ
と
を
、
他
人

ま
か
せ
に
し
て
は
い
け
な
い
と
白

分
自
身
で
考
え
た
こ
と
と
、
子
供

会
に
つ
い
て
考
え
方
を
変
え
た
こ

と
が
キ
ャ
ン
プ
で
の
収
穫
で
し
た
。

叱
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

キ
ャ
ン
プ
は
と
て
も
お
も
し
ろ
か

っ
た
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
ゆ
っ
く
り
映
画
も

見
た
し
、
久
し
ぶ
り
に
親
戚
中
を

遊
び
ま
わ
っ
た
り
で
、
楽
し

い
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

最
後
ま
で
マ
イ
ペ
ー
ス
で
過
ご
し

た
と
思

い
出
せ
る
よ
う
な
夏
休
み

生
活
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
蓬
中
２
年
　

稲
葉
稚
子
）

卜
ぼ
く
が
コ

ッ
ク
長
で
す
。
　
　
　
　

・
・
・

本
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
お
で
ん
。

＊ チ ビ ッ 子 大 作 戦（７月23 : 玉松台）

子ども会初級リーダーと子ども会世話人の合同研修。チームワークを競う野外

炊事に始まり，お昼は味くらべ交歓会。午後は小さな創作劇を発表しました。

卜
子
ど
も
会
上
級
リ
ー
ダ
ー
研
修



＊ 夏 の 終 わ り を つ げ る 盆 踊 り

赤い緒のゲタはいて，踊りの輪にはいります。お囃子の音

が“さよなら夏”とうたいます。

＊

虫
　

恆
界
や
、
宇
宙
と
星
座
の
本
を
読
み
ま
し
か

公
民
館
の
図
書
室
で
は
、
七
〇
〇
冊
の
児
童
図
書
を
そ
な
え
、
母

と
子
の

読
書
活
動
を
推
め
て
い
ま
す
。
読
書
の
季
節
は
、
お
母

さ
ん
も
一
緒
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

ハタヂ
＊20 歳 の 村 民 体 育 大 会

体力づくりと村民交流の場と

なるこの大会は，子どもから

お年寄りまで総参加。部落対

抗の綱引きは，負けてたまる

かとばかり，特に熱がはいり

ます。

＊

朝

の

ラ

ジ

オ

体

操

－

海

で

ひ

と

泳

ぎ
Ｉ

た
ま
に
は
お
父
さ
ん
に
手
伝

い
ま
す
。

ニ

ン
ニ
ク
乾
燥
の
（

ウ
ス
）
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談

話

室

あ

な
た
の

お
た
よ
り

を

お
寄
せ

く

だ
さ

い

広
報
係

ヤング

メッセージ
No. 4

菻　 淳一( 阿弥陀川)

全
国
農
村
青
少
年
技
術

交
換
大
会
に
参
加
し
て

今
大
会
は
広
島
県
西
条
で
行
わ

れ
た

。
国
内
は
も
と
よ
り
遠
く
欧

州
、
南
米
か
ら
の
参
加
者
も
見
ら

れ
た

。
二
泊
三
日
の
キ

ャ
ン
プ
生

活
を
共
に
し
な
が
ら
個
々
の
地
域

の
現
状
を
交
え
な
が
ら
ふ
れ
あ
っ

た
。
と
か
く
自
分
の
お
か
れ
て
い

る
環
境
に
甘
え
が
ち
な
私
に
と
っ

て
、
全
国
の
ク
ラ
ブ
員
と
接
っ
す

る
こ
と
に
よ
り
、
大
局
的
な
考
え

方
を
身
に
つ
け
る
良
い
機
会
で
あ

り
、
得
る
も
の
も
多
か
っ
た

。
そ

の
中
で
も
、
ひ
と
き
わ
私
を
感
動

さ
せ
た
こ
と
が
あ
る
。
八
月
三
日
、

バ
ス
ス
ク
ー
ル

（
視
察
研
修
）
は
、

塑

戸
内
海
に
浮
か
ぶ
生
口
島
で
あ

っ
た
。
み
か
ん
と
観
光
の
島
で
あ

る
。
島
の
実
状
を
知
ら
な
い
私
は
、

単
な
る
風
光
明
媚
な
島
に
す
ぎ
な

い
と
た
だ
そ
れ
だ
け
を
頭
に
描
い

て
い
た

。
＝
原

よ
り
高
速
艇
は
島

を
半
周
し
な
が
ら
、
瀬
戸
田
の
港

に
つ
い
た
。
折
し
も
台
風
の
影
響

で
、
脂
ま
じ
Ｕ

Ｄ
隕
な
ぐ
り
刀
風

が
暗
い
イ
メ
ー
ジ
を
か
も
し
出
し

て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
陰
う
つ

さ
を
一
変
さ
せ
る
ほ
ど
の
歓
迎
を

受
け
た
。
交
流
を
予
定
し
て
い
る

婦
人
会
の
人
達
で
あ
る
。
我
々
は

い
つ
の
ま
に
か
、
干
ば
つ
に
見
ま

わ
れ
て
い
た
島
に
雨
を
も
た
ら
し

た
救
世
主
に
さ
れ
て
い
た
。
少
な

い
時
間
を
惜
し
み
つ
つ
、
互
い
の

地
域
の
現
状
を
出
し
あ
い
な
が
ら

の
交
換
会
は
我
々
若
者
が
圧
倒
さ

れ
る
ほ
ど
の
真
剣
さ
で
あ
っ
た
。

こ
の
島
の
主
要
作
物
は
み
か
ん

で
あ
る
。
み
か
ん
も
水
稲
と
同
じ

く
、
作
付
面
積
の
縮
小
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
外
国
か

ら
の
輸
入
量
拡
大
と
、
誤
っ
た
農

業
行
政
の
し
わ
寄
せ
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
に
拍
車
を
か
け
だ
の
が

、
今

年
の
干
ば
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
地
域
は
、
そ
の
諸
問
題
を
打

開
す
る
だ
け
の
力
を
備
え
て
い
る
。

島
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
農
民
の
水

へ
の
執
着
は
強
く
、
島
全
体
の
み

か
ん
畑
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
に
よ
る
潅
水
は
我
々

を
感
嘆
さ
せ
た
。
決
し
て
良
い
と

は
言
え
な
い
島
の
環
境
が
、
農
民

の
水
を
大
切
に
扱
う
精
神
を
産
み

出
し
か
も
の
で
あ
る
。
我
々
は
こ

れ
ら
の
感
動
を
全
身
に
受
け
な
が

ら
島
を
後
に
し
た
。
来
年
は
こ
の

大
会
を
青
森
で
開
催
す
る
こ
と
を

全
国
の
ク
ラ
ブ
員
に
約
束
し
帰
途

に
つ
い
た
。

農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
の
厳
し

さ
の
源
は
、
日
本
の
農
民
が
今
ま

で
の
歴
史
か
ら
受
け
継
い
だ
環
境
、

又
、
主
体
を
行
政
に
委
ね
た
し
わ

寄
せ
が
、
国
内
の
あ
ら
ゆ
る
農
民

組
織
の
弱
体
化
を
ま
ね
い
た
。
耳

Ｈ
ク
ラ
ブ
の
組
織
活
動
も
例
外
で

は
な
い
。
親
か
ら
子
が
、
そ
の
ま

ま
土
地
を
受
け
継
ぐ
よ
う
に
衰
退

は
目
に
見
え
て
い
る
。
今
こ
号

王

体
を
我
々
の
手
に
取
り
も
ど
し
、

我
々
の
中
に
い
つ
し
か
忍
び
こ
ん

で
い
る
官
僚
機
構
か
ら
の
脱
却
が

必
要
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
最

後
に
、
来
年
開
催
さ
れ
る
、
第
十

九
回
全
国
農
村
青
少
年
技
術
交
換

大
会

（
青
森
大
会
）
に
は
皆
さ
ん

の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
ど
も
の

カ
レ
ン
ダ
ー

幼稚園児の合同作品

★
９

月
1
7日

十

五

夜

中
秋
の
名
月
と
い
わ
れ
る
十
五

夜

は
、
と
し
に
よ
っ
て
囗
が
ち
が
い

ま
す
が
、
月
が
ま
ん
ま
る
く
み
え

る
夜
の
こ
と
で
す
。
月
が
み
え
る

え
ん
が
わ
に
、
す
す
き
や
、
お
だ

ん
ご
や
、
く
だ
も
の
を
か
ざ
っ
て

月
を
み
な
が
ら
お
は
な
し
を
し
ま

★
９

月
1
5
日

敬
老

の

日

お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん

お
た
っ
し
ゃ
で
。

二

九
六
六
年

に
国
の
祝
日
と
な
る
。
）

★
９

月
2
3
日

秋

分
の

日

昼
と
夜
の
長
さ
の
等
し
い
日

が
一

年
に
春
・
秋
二
回
あ
る
、
そ
の
秋

の
方
の
囗
。
「
彼
岸
の
中
日
」
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親
の
立
場

子
の
立
場

問

臆

病
で

病
気
や
小

さ

な
虫

で

も
こ

わ
が

り
ま

す

。
ど
う

す
れ

ば

よ

い

で
し

ょ
う

か

。

答

病
院

を
こ

わ
が

る
の

は

、
ど

こ

の
お
子

さ
ん

に

も
見
ら

れ
る
よ

う
で

す

。
玄

関
に
入

っ
た

だ
け

で

泣
き

出
す

の

も
あ
れ

ば

、
お
医

者

さ
ん

の
白

衣
を

見
た

と
た

ん
に
泣

き
出

す

の
も
あ

り
ま

す

。

考

え

て
見
ま

す
と

、
今

の
お

子

さ
ん

は

い
ろ
い

ろ
予

防
注

射

の
た

め
に

病
院

に
連

れ

て
い
か

れ
ま

す

そ

の
度
に

針
で

注
射

で
す

。
こ

の

と
こ

ろ
ま

で
は

、
心

理
的

に
は

さ

し

て
問

題
は
あ

り
ま
せ

ん

。

そ

の

あ
と
が

い
け

な
い

と
思

い

ま
す

。
何

か
悪

い
こ

と
を
し

ま

す

と

。

「

病

院
に

連
れ

て
行

っ

て
、
針

を

刺
し

て

も
ら
い

ま
す

か
ら

。
」

と

、
お
子

さ
ん

を
お

ど
か
し

て
い

勺
場
合

が

け
っ

し

て
少
な

く
お
り

ま
せ

ん

。

こ

う

し

て
し

つ

け
ら
れ

た
お

子

己
ん
で

す
か

ら

、
本

当
に

病
気

に

な
っ
た

時

で
も

病
院

が
こ

わ
く

て

扛
方
が

な

い
の

で
す

。
そ

し

て
、

辻
射
器

を

見
る

と
恐

怖
心

を
お
こ

し
て
泣

き

ま
す

。
極

端
に

い
え

ば

吋
親
が

、

お
子

さ
ん

を

、
お
医

者

と
ん
と

病
院

を

こ

わ
が
ら

廿

る
よ

つ
に
し

て
し

ま

っ
た

の

で
す

。
こ

れ
を

な
お

す
に

は
時

間
か

か
か

り

ょ
す

。
お
７‐
ら

く
小

学
校

に
入

学

し
て
か

ら

で
な

い

で
し

ょ
う
か

。

次
は

虫

を
こ

わ
が

る

、
と

い
う

」
と

で
す

。
こ

れ

は
病
院

を
こ

わ

砂
る

の
と

、
全

然
別

な

問
題

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か

。

子

ど
も

と
い

う

の
は

、
け
じ

め

こ
ん

な
虫

で

も
こ

わ
が
り

ま

す
。

で
れ
が

、

い
つ

の

間
に
か

こ

わ
が

り
な
く

な

っ

て
し

ま
う

の
が

、
普

逓
の
よ

う

で
す

。

そ
れ

を
、

「
ど

ん
な
小

さ

な
虫

で

も

、
こ
わ

が
る

１０

と
い
う

の

は

、
以

前

に
虫

に

刺
さ

れ
て

ひ
ど

い
目

に

あ

っ
た

と
か

、

釵
に
刺

さ

れ

て
ひ

ど
い
か

ゆ

さ
に

装
わ

れ
た

と
か

、
苦

々
し

い

経
験

？
あ

る
か
ら

で
な

い
で
し

ょ

う
か

。

考
え

て
み

ま
す

と

三

、
四

歳
児

と

い
う

の
は

、

一
番
こ

わ

い
も

の
知

り
ず

で
す

。
世

の

中
に

一
つ

や
二

つ
、
こ

わ

い

も
の
が

あ

っ
て

も
よ

い
の

で
は

な
い

で
し

ょ

う
か

。

昔

、
津
軽
の
あ
る
村
に
「
で

ん
べ
え
」
と
い
う
男
と
「
は
ん

べ
え
」
と
い
う
男
が
す
ん
で
お

り
ま
し
た
。
ふ
た
り
は
と
な
Ｕ

ど

う
し

て
し

た
が

た

い
へ

ん
仲

が

悪

く

、
い
つ

も

け
ん

か

ぽ
か

り
し

て

い
ま
し

た

。

あ
る
日

「

で
ん
へ

え
」

が

「
は

ん

べ
え
」

の
家

の
前

を

通
り

な
が

ら

、
ふ

と
窓

か
ら

中

を

見
る

と

、
「

は
ん

べ
え

」
が

お

い

し
そ

う
に

い

も
を

た

べ
て

い
る

の

が
み

え
ま

し
た

。
そ
こ

で
「

で

ん

べ
え
」

が

、
「

お

い

、
は

ん

べ

え

、
そ

ん

な
に

い

も
を

く
う

と
お

な
か
が

は
ん

べ
え

？

」

と

い

い
ま
し

た

。

「

は
ん

べ
え

」

は
「

で

ん

べ
え
」

に

ば
か

に

さ
れ

た
し

か

え
し

を

、

い
つ
か

し

て
や

る
う

と

思
っ

て
い

ま

し
た

。
あ
る

日

、「

で

ん

べ
え
」

が

ゴ

ボ
ウ

の
に

つ

け
を

お
い
し

そ

う
に

食

べ
て

い

る
所
が
み

え

ま
し

た

。
そ
こ
で

「
は

ん
へ

え
」

は
Ｉ
」

の
時

と
だ
か

り

、

「

で
ん

べ
え

、

で
ん

べ
え

、
９‐
ん

な
に
ゴ

ボ
ウ

ば
食

っ
た

ら

、
へ

が

で
ん

べ
え

。」

と
大

声
で

笑

っ
た
と

い
う

話

で
す

。

むらの文化財

失
わ
れ
ゆ
く
民
具

平
地
だ
と
牛
馬
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
が

山
の
中
で
は
自
ら
背
負
っ
て
運
ぶ
し
か
な
か

っ
た
。
人
間
白
身
が
人
力
で
い
か
に
能
率
的

か
つ
安
全
に
物
を
運
べ
る
か
と
い
う
こ
と

か

ら
生
ま
れ
て
き
た
の
が
、
シ
ョ
イ
コ
で
あ
る
。

背
中
に
当
た
る
部
分
に
緩
衝
の
た
め
の
縄
が

ま
き
つ
け
て
あ
り
、
炭

こ
新
・
草
・
稲
な
ど

重
い
も
の
や
、
か
さ
に
な
る
も
の
を
運
ん
だ
。

男
女
を
問
わ
ず
こ
れ
で
三
〇
牛
口
以
上
の
荷

を
つ
け
て
運
ん
だ
と
い
う
。
材
料
と
し
て
は

杉
が
最
も
多
く
用
い
ら
れ
、
次
い
で
松
、
ヒ

バ
が
多
い
。

ショイコ 幅35cm
高さ133cm

で
ん
べ

え
と
は
ん
べ

え



12

おしらせ

Ｄ 月 ３ 日　　 蓬 田 中 学 校 運 動 会

Ｄ 月 ６ 日　　 妊 婦 検 診　 （中 央 公 民 館 ）

Ｄ 月11 日　　 秋 の 清 掃 検 査 （郷 沢 ～ 高 根 ）

Ｄ 月12 日　　　　 ひ　　　μ　　（中 沢 ～ 蓬 田 ）

Ｄ 月17 日　　 蓬 青 協 駅 伝 大 会

Ｄ 月26 日　　 ３ 才 児 検 診　 （中 央 公 民 館 ）

ご意見を

お寄せくださ

いみなさまの広報に対す
るご意見，ご要望を係ま

でお寄せください。地域

の話題や，「思い出の写

真」があＵましたら ，広

報へご紹介願います。便

リをお寄せくださった方

には広報をとしておくフ

ァイルをさしあげます。

《農業クイズ》のあて先

蓬田村中央公民館

広報係

農 業 ク イ ズ （ 第 ３ 回 ）

問剛　 かぼち や，しその葉，人参の三つのうち，ビタミン

Ａの多い順はどれどれか。

（2） 人間と豚の新生児を比較したら，どちらが重いでし

ょうか。（平均的口

（3） 電気のスイッチは左手で扱った方がよいか，右手の

方がよいか。

（4） 乾田と湿田では，湿田に良い堆肥を施さなければい

けないというが，なぜですか。

（5） 川水と，沸かしてさました水を皿に入れて種籾を入

れたら，川水の方が早く芽が出ました。なぜでしょ

うか。

●一 前回の解答　　　　　　　　　　- 一一　 ●

１．その頃はまだ温度が高くて，種いもが休眠している

２．鶏や犬には皮膚に汗腺がないから。

３．乾燥してくると水にとけた果糖が表面に出てくる。

これが更に水分が蒸発すると，果糖の結晶が表面に

残る。

４．サイダーの方がいい。（ビール12 °C, サイ ダー10 °C)

５. 深 植えすると地温が低く，酸素も 不足して新しい根

が出にくいので，浅植えがよい。

戸籍の窓口 ７月受付分

(市町 村名は本籍の表示です。

○

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

工

藤
　

達

也
　

（
義
則

∴
二
男
）

八

幡
　

清

彦
　
　
（
勝
　

・
長

男
）

張

間
　

映
恵
　
　
（
溥
好

・
長

女
）

松
本
　

孝
紀
　

（
順

∵

三

男
）

武

井
　
　

恵
　

（
止
豊

・
長

女
）

張

間
　
　

誠
　
　
（
市
郎

・
長

男
）

山
口
　

茂

男
　

（
茂
春

・
長

男
）

小

野

由
紀

子
　
　
（
英
雄

・
長

女
）

佐

々
木
　

徹
　
　
（
隆
敏

・
二

男
）

森
　
　
　

昭
　
　
（
昭
義

・
二

男
）

○

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

芳

賀
　
　

作

（
蓬

田
）

（

白
　

石
　

睦
　

子

（
蟹
田
町

）

小
　

野
　
　
　

勝

（
瀬

辺

地
）

（

玉
　

能
　

貴

美
子

（
青
森
市

）

其
　

田
　

忠
　

佳

（
金

木
町

）

（

山
　

舘
　

君
　

子

（
瀬

辺

地
）

八
　

戸
　

知
賀
雄

（
阿

弥

陀
川
）

ニ

ー
　
橋
　

嘉
　

子

（
青
森
市

）

逢
　

坂
　

国
　

光

（
平
内

町

）

（

川
　

崎
　

悦
　

子

（
広
瀬
）

藤
　

田
　

清
　

貴

（
中

沢
）

（

山｛
　

本
　

む
つ
子

（
平
内

町

）

室
　

谷
　

邦
　

害
ｔ
（
長
科

）

（

金
　

沢
　

扎
　

子

こ
目
森

市

）

中
　
村
　
毓
　

雄
（
山
梨
県
）

（

小
野
寺
　
達
　
子

（
高
根
）

小
　
野
　
敏
　
雄

（
郷
沢
）

（

阿
　
部
　
友
　
子

（
北
海
道
）

中
村
　
　
　

充

（
蓬
田
）

（

深
　
堀
　
美
由
紀

（
長
崎
県
）

○
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
。

田
　
中
　
ッ
　

ナ
6
7
　（
広
瀬
）

佐
々
木
　
与
　
作
8
3
　（
中
沢
）

老

人

憩

の

家
基
礎
工
事
完
了
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